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NY マーケットレポート（2020 年 7 月 16 日） 
 

 

 

出所：SBILM 
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NY 市場レポート （前日 21 時 00 分～午前 5 時 30 分まで） 
 

主要な欧州経済指標の結果 

欧州政策金利 0.00％（予想 0.00%・前回 0.00%） 

上限政策金利[限界貸出金利]  0.25％（予想 0.25%・前回 0.25%） 

下限政策金利[中銀預金金利]  -0.50％（予想 -0.50%・前回 -0.50%） 

 

ECB は定例理事会で、新型コロナウイルスへの緊急対策として打ち出した債券購入プログラムの買い取り

枠、政策金利など主要な政策の現状維持を決定した。 

 

ラガルド ECB 総裁の記者会見 

・ECB は責務の範囲内で必要なことは何でもする 

・ECB は全ての政策手段を必要に応じ調整する用意 

・4-6 月の経済縮小はほぼ予測通り 

・リスクは依然として下振れ方向 

・インフレ率は 2021 年初めに上昇へ 

・サプライズない限り PEPP（パンデミック緊急購入プログラム）全額を使い切る 

・ECB の想定は EU 復興基金が承認されることを前提 

・ECB の戦略検証、来年下期に完了すると見込む 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 
                                           

3 

主要な米経済指標の結果 

新規失業保険申請件数 130.0 万件（予想 125.0 万件・前回 131.4 万件⇒131.0 万件） 

失業保険継続受給者数 1733.8 万人（予想 1755.0 万人・前回 1806.2 万人⇒1776.0 万人） 

米新規失業保険申請件数は、15 週連続の減少となったものの、市場予想を上回り、前週比-1 万件と小幅

な減少にとどまった。新型コロナウイルスの新規感染者数が再び増加したことが影響しており、回復の

鈍化が鮮明になった。一方、失業保険継続受給者数は 6 週連続の減少となったものの、こちらも小幅な

減少に留まっており、雇用情勢への影響が懸念されている。 

 

 

データを基に SBILM が作成 
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6 月小売売上高（前月比） 7.5％（予想 5.0%・前回 17.7%⇒18.2％） 

6 月小売売上高[除自動車] 7.3％（予想 5.1%・前回 12.4%⇒12.1％） 

6 月の米小売売上高は、市場予想を上回る伸びとなり、過去最大の伸びを記録した 5 月に続き 2 ヵ月連続

のプラスとなった。経済活動の再開や失業手当、給付金の効果で消費が活性化したことが示された。家

具は 32.5％（前月 79.1％）、電気製品は 37.4％（36.5％）、ガソリンスタンドは 15.3％（11.9％）、

衣料品は 105.1％（176.6％）、スポーツ・趣味・書籍は 26.5％（78.0％）と伸びたものの、建設資材が

-0.3％（12.2％、）食品・飲料が-1.2％（2.2％）とマイナスとなった。 

 

データを基に SBILM が作成 

 

7 月フィラデルフィア連銀景況指数 24.1（予想 19.1・前回 27.5） 

7 月のフィラデルフィア連銀景況指数は、市場予想を上回る結果となり、前月から小幅の低下に留まった。

新規受注は 23.0（先月 16.7）、仕入価格は 15.7（11.1）、雇用者数は 20.1（-4.3）と前月から上昇し

たことが下支え要因となった。ただ、6 ヵ月先の予想では、景況指数が前月の 66.3 から 36.0 に低下し、

4 ヵ月ぶりの低水準に落ち込んだ。 
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データを基に SBILM が作成 

 

7 月 NAHB 住宅市場指数 72（予想 60・前回 58） 

7 月の NAHB 住宅市場指数は市場予想を大きく上回り、3 月以来の水準に回復し、さらに昨年 1 年間の平

均である 66 も上回る結果となった。現在の販売が 79（前月 63）、見通しが 75（68）、見込み客足 58（43）

と 3 指数がいずれも上昇した。 

 

データを基に SBILM が作成 
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ダウ平均株価は 5 営業日ぶり反落 

米株式市場では、米国内で新型コロナウイルスの感染拡大が続いていることから、再び経済活動が停滞

するとの懸念を背景に、主要株価指数は軟調な動きとなった。ダウ平均株価は、序盤から堅調な動きと

なり、一時前日比 280 ドル安まで下落した。終盤にかけて下げ幅を縮小したものの、135 ドル安（-0.50％）

で終了して 5 営業日ぶりの反落となった。一方、ハイテク株中心のナスダックは、76 ポイント安（-0.73％）

で終了した。 

 

データを基に SBILM が作成 

 

データを基に SBILM が作成 
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ドル/円は底固い動きも上値は限定的 

NY 市場では、欧州市場の流れを引き継ぎ、ドル円・クロス円は序盤から堅調な動きとなった。ユーロや

ポンドは対ドルで上昇となり、対円でも堅調な動きとなった。一方、ドルは序盤に発表された 6 月の小

売売上高が市場予想を上回ったものの、失業保険申請件数が予想より冴えない結果となったこともあり、

対円で上値の重い動きとなった。その後、米国で新型コロナウイルスの感染者が急増していることから、

再び経済活動が停滞するとの懸念が広がり、米主要株価指数が下落するなど、投資家のリスク回避の動

きが強まり、安全資産とされる円やドルが買われた。さらに、米国債利回りの上昇もあり、ドル/円は一

時 107.40 まで上昇した。 

 

出所：総合分析チャート 

 

提供：SBI リクイディティ・マーケット株式会社 

お客様は、本レポートに表示されている情報をお客様自身のためにのみご利用するものとし、第三者への提供、再配信を行うこ

と、独自に加工すること、 複写もしくは加工したものを第三者に譲渡または使用させることは出来ません。情報の内容について

は万全を期しておりますが、その内容を保証するものではありません。 また、これらの情報によって生じたいかなる損害につい

ても、当社および本情報提供者は一切の責任を負いません。 

本レポートに表示されている事項は、投資一般に関する情報の提供を目的としたものであり、勧誘を目的としたものではありま

せん。投資にあたっての最終判断はお客様ご自身でお願いします。  

 


